










日本室内楽振興財団

横浜音祭り２０２２公募サポート事業

次回公演

Salvia-hall Quartet Series Season 49
QUARTET BIENNALE YOKOHAMA 2022

2022 年 9 月 30 日（金） 19:00 開演

タカーチ･クァルテット

ハイドン： 弦楽四重奏曲 第67番 Op.77-2

コールリッジ＝テイラー： 5つの幻想的小品 Op.5

シューベルト： 弦楽四重奏曲 第14番 D.810「死と乙女」

サルビアホール
クァルテット･シリーズ

Salvia-hall

Quartet

Series

149



Salvia-hall Quartet Series 149
QUARTET BIENNALE YOKOHAMA 2022

クァルテット･エクセルシオ
ラボ･エクセルシオ ショスタコーヴィチ･シリーズ Vol.3

ショスタコーヴィチ 弦楽四重奏曲 第７番 嬰ヘ短調 作品108
Dmitry SHOSTAKOVICH String Quartet No.7 in F flat minor Op.108
(1906-1975) Allegretto

Lento
Allegro

弦楽四重奏曲 第８番 ハ短調 作品110
String Quartet No.8 in C minor Op.110

Largo
Allegro molto
Allegretto
Largo
Largo
－－－－－－－－－－－－－－－

弦楽四重奏曲 第９番 変ホ長調 作品117
String Quartet No.9 in E flat major Op.117

Moderato con moto
Adagio
Allegretto
Adagio
Allegro

弦楽四重奏曲 第10番 変イ長調 作品118
String Quartet No.10 in A flat major Op.118

Andante
Allegretto furioso
Adagio
Allegretto

クァルテット･エクセルシオ
QUARTET EXCELSIOR （ Tokyo, JAPAN）

ヴァイオリン： 西野 ゆか 北見 春菜
Violin: NISHINO Yuka KITAMI Haruna

ヴィオラ： 吉田 有紀子 チェロ： 大友 肇
Viola: YOSHIDA Yukiko Violoncello: OTOMO Hajime

2022年 9月13日(火) 午後7時開演 ／ サルビアホール3F音楽ホール
Tuesday, 13 September 2022 7:00P.M.

at Salvia-hall 3F Concert Hall

主 催： 横浜楽友会 / NPO法人エク･プロジェクト

横浜市鶴見区民文化センター

共 催： サルビアホール / 横浜アーツフェスティバル実行委員会
指定管理者：神奈川共立･ハリマビステム共同事業体

助 成： 公益財団法人日本室内楽振興財団

文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術創造活動活性化事業）

独立行政法人日本芸術文化振興会

協 力： 日本音楽財団（日本財団助成事業）

出演者のプロフィール

クァルテット･エクセルシオ

年間 70 公演以上を行う日本では数少ない常設の弦楽四重奏団。ベートーヴェンを軸に王道のレ
パートリーを展開する東京、京都、札幌での定期公演、20 世紀以降の現代作品に光を当てる“ラ
ボ･エクセルシオ”「20 世紀 日本と世界」シリーズ、人気傑作選「弦楽四重奏の旅」、01 年から出
演している第一生命ホールの「クァルテット･ウィークエンド」の 4 シリーズを展開しつつ国内外
で活動、また幼児から学生のためのコンサートや地域コミュニティ･コンサートを通じて、室内楽
の聴衆の輪を広げていく活動にも力を注いでおり、本年は結成 25 周年を迎える。

1994 年に結成。96 年第 1 回東京室内楽コンクール第 1 位、同年大阪国際室内楽コンクール第 2
位、97 年青山音楽賞奨励賞（現バロックザール賞）を受賞、2000 年にはパオロ･ボルチアーニ国際
弦楽四重奏コンクールで最高位（1 位なしの 2 位）を受賞した。

NHK-BS「クラシック倶楽部」、NHK-FM「FM リサイタル」等の放送番組にも出演するとともに、
ウズベキスタン共和国（2006 年）、ルーマニア（2009 年）、米･ホノルル（2011 年）に招聘されるな
ど、国際社会における日本の文化交流も積極的に行っている。

CD は「QUARTET EXCELSIOR」「QUARTET EXCELSIOR ～死と乙女」「林光の音楽」「日本の作曲
：21 世紀へのあゆみ」など多数をリリースしている。

2008 年度新日鉄音楽賞受賞。15 年にはホテルオークラ音楽賞を受賞した。
サントリーホール室内楽アカデミーでコーチング･ファカルティとして、後進の指導にもあたる

など、更に弦楽四重奏の魅力を伝えるべく邁進している。この春から、第 2 ヴァイオリンにはサン
トリーホール室内楽アカデミー出身の北見春菜が参加している。
公式ウェブサイト：http://www.quartet-excelsior.jp/

http://www.quartet-excelsior.jp/








日本室内楽振興財団

横浜音祭り２０２２公募サポート事業

次回公演

Salvia-hall Quartet Series Season 50
QUARTET BIENNALE YOKOHAMA 2022

2022 年 10 月 24 日（月） 19:00 開演

ヴィジョン弦楽四重奏団

ブロッホ： プレリュード

ラヴェル： 弦楽四重奏曲

ドヴォルザーク： 弦楽四重奏曲 第13番 Op.106

サルビアホール
クァルテット･シリーズ

Salvia-hall

Quartet

Series
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Salvia-hall Quartet Series 151
QUARTET BIENNALE YOKOHAMA 2022

クァルテット･インテグラ
ハイドン 弦楽四重奏曲 第36番 変ロ長調 作品50-1

Joseph HAYDN String Quartet No.36 in B flat major Op.50-1
(1732-1809) Allegro

Adagio non lento
Menuetto; Poco allegretto
Finale; Vivace

ウェーベルン 弦楽四重奏のための緩徐楽章

Anton WEBERN Langsamer Satz for String Quartet
(1883-1945)
: 弦楽四重奏のための6つのバガテル 作品9

6 Bagtelles for String Quartet Op.9
Mäßig
Leicht bewegt
Ziemlich fließend
Sehr langsam
Außerst langsam
Fließend

－－－－－－－－－－－－－－－

バルトーク 弦楽四重奏曲 第６番 Sz.114

BARTÓK Béla String Quartet No.6 Sz.114
(1881-1945) Mesto - Più mosso, pesante - Vivace

Mesto - Marcia
Mesto - Burietta
Mesto

クァルテット･インテグラ
QUARTET INTEGRA （Yokyo, JAPAN）

ヴァイオリン： 三澤 響果 菊野 凜太郎

Violin: MISAWA Kyoka KIKUNO Rintaro

ヴィオラ： 山本 一輝 チェロ： 築地 杏里

Viola: YAMAMOTO Itsuki Violoncello: TSUKIJI Anri

2022年10月11日(火) 午後7時開演 ／ サルビアホール3F音楽ホール

Tuesday, 11 October 2022 7:00P.M. at Salvia-hall 3F Concert Hall

主 催： 横 浜 楽 友 会

横浜市鶴見区民文化センター
共 催： サルビアホール / 横浜アーツフェスティバル実行委員会

指定管理者：神奈川共立･ハリマビステム共同事業体

助 成： 公益財団法人日本室内楽振興財団

協 力： 日本音楽財団（日本財団助成事業）

出演者のプロフィール

クァルテット･インテグラ

2015 年 4 月桐朋学園大学および桐朋学園女子高等学校音楽科に在学中の学生により結成。「インテ
グラ」とはイタリア語で統合や誠実さを意味する。一体性を持った演奏や音楽に向き合う姿勢を評価

され、元東京クヮルテットのヴィオラ奏者、磯村和英氏によって名付けられた。

17 年、山崎伸子プロデュース輝く 若手演奏家による「未来に繋ぐ室内楽」Vol.1 に出演し、山崎
伸子と共演、18 〜 19 年には、とやま室内楽フェスティバルに参加し、富山県内コンサートホールや
美術館などへのアウトリーチ公演を行い、練木繁夫と共演した。19 年、堤剛プロデュース「弦楽器
の響」に出演し、堤剛と共演した。また、NHK-E テレ「ららら♪クラシック」にも出演した。同年
秋吉台音楽コンクール 弦楽四重奏部門 第 1 位、併せてベートーヴェン賞、山口県知事賞を受賞、元
アルバン･ベルク･クァルテットのギュンター･ピヒラーに招待されてキジアーナ音楽院夏期マスター

クラスに全額スカラシップを得て参加、イタリア各地のコンサートにて好評を博した。2021 年には
ハンガリーのリスト･アカデミーが主宰するバルトーク国際コンクールにおいて見事優勝した。大晦

日には、東京文化会館でのベートーヴェン：弦楽四重奏曲「9 曲」演奏会に出演した。また、先月開
催されたＡＲＤ(ドイツ放送連盟)が主宰するミュンヘン国際コンクールでは第 2 位に入賞すると共に
「聴衆賞」も受賞した。

サントリーホール室内楽アカデミー第 5 期、第 6 期フェロー。これまでに、磯村和英、山崎伸子、
原田幸一郎、池田菊衛、花田和加子、堤剛、毛利伯郎、練木繁夫に師事し、公益財団法人松尾学術振

興財団より第 29回助成を受けた。
先月からは拠点をアメリカに移し、ロサンゼルスの超エリート校コルバーン音楽院のレジデンス･

アーティストとしてクライヴ･グリーンスミス（元東京クヮルテット）等の指導を受けることとなっ

た。









日本室内楽振興財団

横浜音祭り２０２２公募サポート事業

次回公演

Salvia-hall Quartet Series Season 50
QUARTET BIENNALE YOKOHAMA 2022

2022 年 11 月 15 日（火） 19:00 開演

エスメ･クァルテット
ベートーヴェン： 弦楽四重奏曲 第6番 Op.18-6

コルンゴルト： 弦楽四重奏曲 第2番 Op.26

メンデルスゾーン： 弦楽四重奏曲 第6番 Op.80

サルビアホール
クァルテット･シリーズ

Salvia-hall

Quartet

Series
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Salvia-hall Quartet Series 153
QUARTET BIENNALE YOKOHAMA 2022

クァルテット･ベルリン=トウキョウ

ハイドン 弦楽四重奏曲 第32番 ハ長調 作品33-3「鳥」

Joseph HAYDN String Quartet No.32(39) in C major Op.33-3 "The Bird"
(1732-1809) Allegro moderato

Scherzo; Allegretto
Adagio
Rondo; Presto

モーツァルト 弦楽四重奏曲 第16番 変ホ長調 K.428

Wolfgang Amadeus MOZART String Quartet No.16 in E flat major K.428
(1756-1791) Allegro non troppo

Andante con moto
Menuetto; Allegro
Allegro vivace

－－－－－－－－－－－－－－－

ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第15番 イ短調 作品132

Ludwig van BEETHOVEN String Quartet No.15 in A minor Op.132
(1770-1827) Assai sostenuto - Allegro

Allegro ma non tanto
Heiliger Dankgesang eines Genesenen an die Gottheit in

der lydischen Tonart. Molto adagio -
Neue Keaft fühlend. Andante

Alla Marcia, assai vivace
Allegro appassionato

クァルテット･ベルリン=トウキョウ

QUARTET BERLIN-TOKYO （Berlin, GERMANY）

ヴァイオリン： 守屋 剛志 モティ･パヴロフ

Violin: MORIYA Tsuyoshi Moti PAVLOV

ヴィオラ： グレゴール･フラーバル チェロ： 松本 瑠衣子

Viola: Gregor HRABAR Violoncello: MATSUMOTO Ruiko

2022年10月31日(月) 午後2時開演 ／ サルビアホール3F音楽ホール

Monday, 31 October 2022 2:00P.M.
at Salvia-hall 3F Concert Hall

主 催： 横 浜 楽 友 会

共 催： サルビアホール / 横浜アーツフェスティバル実行委員会
指定管理者：神奈川共立･ハリマビステム共同事業体

助 成： 公益財団法人日本室内楽振興財団

協 力： 日本音楽財団（日本財団助成事業）

出演者のプロフィール

クァルテット･ベルリン=トウキョウ

2011 年、武生国際音楽祭の要請を受け、ベルリンで出会った 4 人によって結成された。翌 12 年
ARD ミュンヘン国際コンクール弦楽四重奏部門にて特別賞 Förderpreis der Jeunesses Musicales
Deutschland を受賞、松尾学術財団より奨学金を得ることとなった。13 年には、イタリア･ヴェロー
ナのサリエリ･ツィネッティ国際室内楽コンクールで第 2 位となり、聴衆賞も受賞した。
これまでにベルリン･フィルハーモニー、在ベルリン日本大使館、ベルリン日独センター、ヒン

デミット協会主催コンサート、バレンボイム推奨コンサート等に演奏した。また、クラリネット奏

者イプ･ハウスマンとの共演は、各方面から賞賛された。14 年にはニューヨークのＹＣＡ（ヤング
･コンサート･アーティスト）オーディションで第 2 位、オランダのオルランド国際室内楽コンクー
ルで優勝、併せて聴衆賞も受賞し、10 月にはアムステルダムのコンセルトヘボーに出演し、聴衆
から喝采された。また 15 年には、オーストリアのグラーツで開催された「シューベルト＆現代」
国際音楽コンクールの弦楽四重奏部門でも第 3 位に入賞、16 年には、ボルドー国際コンクールで
ファイナリスト（3 団体）となり特別賞を受賞した。またエクサン･プロヴァンス音楽祭より HSBC
賞が授与されて同音楽祭の大使も務めた。

現在は、ベルリンを拠点に活動している。2013 年秋よりハノーファー音楽大学でオリヴァー･ヴ
ィレ（クス･クァルテット）に師事しており、15 年からは札幌駅前に六花亭が開館した室内楽専用
の「ふきのとうホール」のレジデンス･アンサンブルを務めるとともに、ベルリン十字教会の特別

指定アンサンブルとしても演奏している。
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